
経
団
連
の
日
本
ロ
シ
ア
経
済
委
員
会
は
ロ
シ
ア
を

訪
問
し
、
２
月
１８
日
に
モ
ス
ク
ワ
で
、
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｐ（
ロ

シ
ア
産
業
家
企
業
家
連
盟
）の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・

シ
ョ
ー
ヒ
ン
会
長
と
私
を
共
同
議
長
と
す
る
「
第
１６

回
日
本
ロ
シ
ア
経
済
合
同
会
議
」
を
開
催
し
た
。
ま

た
、
同
会
議
に
先
立
ち
、
１
月
の
内
閣
改
造
を
受
け

て
初
入
閣
し
た
マ
ク
シ
ム
・
レ
シ
ェ
ト
ニ
コ
フ
経
済

発
展
大
臣（
前
ペ
ル
ミ
州
知
事
）と
個
別
会
談
を
行
っ

た
。
合
同
会
議
に
は
延
べ
２
７
５
名（
日
本
側
６８
名
、

ロ
シ
ア
側
２
０
７
名
）が
参
加
し
、
日
露
ウ
ィ
ン
・

ウ
ィ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
・
深
化
に
向
け
た
課
題
や

方
策
等
を
め
ぐ
り
、
熱
の
こ
も
っ
た
議
論
が
展
開
さ

れ
た
。

さ
ら
に
、
Ｇ
２０
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
の
機
会
に
行
わ
れ

た
日
露
首
脳
会
談（
２
０
１
９
年
６
月
２９
日
）の
結
果
、

両
国
が
２
０
２
０
〜
２
０
２
１
年
の
２
年
間
、「
日

露
地
域
交
流
年
」
を
実
施
す
る
旨
合
意
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
翌
１９
日
に
は
、
経
団
連
メ
ン
バ
ー
３０
名
余

が
ロ
シ
ア
有
数
の
工
業
地
帯
ニ
ジ
ニ
・
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド

州
を
訪
れ
、
要
人
を
表
敬
す
る
と
と
も
に
現
地
を
視

察
し
た
。
以
下
に
訪
露
の
模
様
を
振
り
返
り
た
い
。

レ
シ
ェ
ト
ニ
コ
フ
経
済
発
展
大
臣
と

初
め
て
の
懇
談（
２
月
１８
日
）

新
任
の
レ
シ
ェ
ト
ニ
コ
フ
経
済
発
展
大
臣
に
対
し
、

私
は
日
露
経
済
関
係
の
拡
大
・
深
化
と
い
う
観
点
か

ら
具
体
的
に
３
点
提
言
し
た
。

第
１
に
、
日
露
投
資
協
定
の
改
定
で
あ
る
。
２
０

０
０
年
に
発
効
し
た
現
行
の
投
資
協
定
は
伝
統
的
な

「
投
資
保
護
型
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
外
資
規
制
の

緩
和
等
、「
投
資
自
由
化
型
」
へ
と
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

す
る
こ
と
で
、
対
露
投
資
の
信
頼
性
や
予
見
可
能
性

が
高
ま
る
と
期
待
で
き
る
。
第
２
に
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ（
官

民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
分
野
で

の
協
力
推
進
で
あ
る
。
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
等
の

官
民
連
携
ス
キ
ー
ム
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
質
の
高

い
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
関
す
る
日
本
企
業
の
豊
富
な

経
験
を
活
か
す
と
同
時
に
、
ロ
シ
ア
政
府
の
公
的
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
第
３
に
、
中

東
や
ア
フ
リ
カ
等
に
お
け
る
第
三
国
協
力
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
は
昨
年
１０
月
に
「
ロ
シ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
サ

ミ
ッ
ト
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
の

日
露
地
域
交
流
の
拡
大
と
深
化
に
向
け
て

―
―

日
本
ロ
シ
ア
経
済
合
同
会
議
を
モ
ス
ク
ワ
で
開
催
す
る
と
と
も
に
ニ
ジ
ニ
・
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
州
を
視
察

朝
田
照
男

あ
さ
だ

て
る
お

日
本
ロ
シ
ア
経
済
委
員
長
／
丸
紅
特
別
顧
問
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間
に
歴
史
的
に
培
っ
て
き
た
関
係
を
強
化
し
て
お
り
、

日
本
の
技
術
力
と
ロ
シ
ア
の
経
験
、
日
露
双
方
の
公

的
資
金
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
ナ
ジ

ー
効
果
が
期
待
で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
、
大
臣
か
ら
は
全
面
的
な

賛
同
を
得
る
と
と
も
に
、「
信
頼
を
ベ
ー

ス
に
、
投
資
家
に
優
し
い
環
境
の
整
備
を

約
束
し
た
い
」
と
の
前
向
き
な
回
答
が
あ

り
、
わ
が
意
を
得
た
思
い
で
あ
っ
た
。

活
況
を
呈
し
た
合
同
会
議

（
２
月
１８
日
）

合
同
会
議
で
は
、
日
露
双
方
よ
り
約
４０

名
が
登
壇
、
具
体
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
踏
ま
え
、
本
来
あ
る
べ
き
姿
に
は

依
然
ほ
ど
遠
い
日
露
ビ
ジ
ネ
ス
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
い
か
に
活
か
す
べ
き
か
模
索
し

た
。ま

ず
第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
法
規
制

を
含
む
ロ
シ
ア
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ

さ
れ
た
。
経
団
連
側
か
ら
は
特
に
、
特
別

投
資
契
約（
輸
入
代
替
を
促
進
す
る
た
め
、

２
０
１
６
年
に
導
入
さ
れ
た
優
遇
制
度
）

と
現
地
生
産
車
へ
の
廃
車
税
還
付
を
め
ぐ

る
問
題
を
提
起
し
、
投
資
家
の
予
見
可
能

性
を
改
善
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

続
く
第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
ロ
シ

ア
版
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
」
と
称
さ
れ
る
ス
コ
ル
コ
ヴ

ォ
や
モ
ス
ク
ワ
の
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
等
、
天
然
資
源
に

依
存
し
な
い
ロ
シ
ア
経
済
の
近
代
化
や
、Society

5.0

を
通
じ
た
日
露
協
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て
相
互

理
解
を
深
め
た
。
さ
ら
に
、
第
３

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
日
露
地
域

交
流
年
」
を
念
頭
に
、
ロ
シ
ア
各

地
方
の
経
済
特
区
等
の
活
用
を
通

じ
た
新
た
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
展

望
し
た
。
１３
の
連
邦
構
成
主
体
（
注
）
が

一
堂
に
会
し
、
投
資
環
境
や
観
光

資
源
等
、
各
地
方
の
魅
力
を
発
見

す
る
、
ま
た
と
な
い
好
機
と
な
っ

た
。ニ

ジ
ニ
・
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
で

大
歓
迎
を
受
け
た

経
団
連
一
行（
２
月
１９
日
）

翌
朝
、
列
車
に
揺
ら
れ
る
こ
と

約
４
時
間
、
経
団
連
一
行
３３
名
は

モ
ス
ク
ワ
の
東
約
４
０
０
�
に
位
置
す
る
ニ
ジ
ニ
・

ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
州
に
移
動
し
た
。
沿
ヴ
ォ
ル
ガ
連
邦
管

区（
ロ
シ
ア
全
土
の
２
割
に
相
当
す
る
約
３
０
０
０

万
人
が
居
住
）に
属
す
る
１４
の
連
邦
構
成
主
体
の
１

つ
で
あ
る
同
州
は
、
日
本
と
の
２
０
１
９
年
貿
易
額

が
約
８
０
０
０
万
ド
ル
、
日
系
企
業
６
社
が
進
出
し
、

投
資
総
額
は
２
７
０
０
万
ド
ル
に
上
る
。
州
都
ニ
ジ

ニ
・
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
市
も
人
口
約
１
３
０
万
人
と
、
ロ

シ
ア
で
五
指
に
入
る
大
都
市
で
あ
る
が
、
日
本
で
の

知
名
度
は
さ
ほ
ど
高
く
な
く
、
ま
さ
に
ロ
シ
ア
の
地

方
都
市
を
観
察
す
る
う
え
で
格
好
の
モ
デ
ル
と
な
っ

た
。

図表 経路図（東京→モスクワ→ニジニ・ノヴゴロド）

（注）世界最大の国土を誇るロシア連邦（日本の約４５倍の面積）には、８３の連邦構成主体が存在するが、今次合同会議には、
ウリヤノフスク、ヤロスラヴリ、カルーガ、ニジニ・ノヴゴロド、ヴォルゴグラード、リペツク、サハリン、トゥーラ
の各州、タタルスタン、サハ、コミの各共和国、沿海、クラスノヤルスクの各地方（計１３主体）が参加した

東京

ニジニ・ノヴゴロド

モスクワ
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私
は
ま
ず
、
沿
ヴ
ォ
ル
ガ
連
邦
管
区
の
イ
ー
ゴ

リ
・
コ
マ
ロ
フ
大
統
領
全
権
代
表
を
表
敬
訪
問
し
、

管
区
内
の
先
進
的
経
済
特
区
や
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
等
の

実
態
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
日
本
企
業
と
の
有

望
な
協
力
分
野
と
し
て
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ

や
デ
ジ
タ
ル
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
コ
マ
ロ
フ
全
権

代
表
か
ら
「
管
区
と
し
て
、
今
後
と
も
日
本
企
業
の

活
動
を
支
援
し
て
い
く
。ぜ
ひ
頼
り
に
し
て
ほ
し
い
」

と
力
強
い
回
答
を
得
た
。

続
い
て
面
会
し
た
ニ
ジ
ニ
・
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
州
の
グ

レ
ブ
・
ニ
キ
ー
チ
ン
知
事
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

セ
ン
タ
ー
や
学
園
都
市
計
画
等
を
説
明
し
つ
つ
、
バ

イ
オ
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
Ａ
Ｉ
、
教
育
、
都
市
交
通
等

の
分
野
に
お
け
る
日
本
と
の
協
力
拡
大
に
意
欲
を
示

し
た
。
と
り
わ
け
知
事
はSociety

5.0

に
多
大
な
関

心
を
示
し
、
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
協
力
の
イ
メ
ー
ジ
を

共
有
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
後
、
州
立
大
学
内

テ
ク
ノ
パ
ー
ク
を
視
察
し
、
心
臓
医
療
や
バ
イ
オ
農

法
、
脳
波
自
動
運
転
等
、
先
端
技
術
・
研
究
開
発
の

実
態
を
効
率
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
筆

す
べ
き
は
、
各
所
で
受
け
た
熱
烈
な
歓
迎
で
あ
る
。

私
は
か
ね
て
、「
モ
ス
ク
ワ
だ
け
を
見
て
い
て
も
ロ

シ
ア
の
本
当
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
わ
か
ら
な
い
。
日

本
企
業
は
ロ
シ
ア
の
地
方
に
つ
い
て
も
勉
強
す
べ

き
」
と
主
張
し
て
き
た
が
、
ま
さ
に
「
百
聞
は
一
見

に
如
か
ず
」
を
実
感
し
た
次
第
で
あ
る
。

団
長
総
括

〜
主
な
成
果
と
今
後
の
取
り
組
み

今
般
の
訪
露
で
は
、
日
露
経
済
関
係
の
鍵
を
握
る

レ
シ
ェ
ト
ニ
コ
フ
経
済
発
展
大
臣
と
投
資
協
定
の
改

定
等
突
っ
込
ん
だ
意
見
交
換
を
行
い
、
今
後
の
対
話

継
続
に
向
け
た
重
要
な
布
石
と
な
っ
た
。
ま
た
、
両

国
官
民
約
３
０
０
名
が
参
加
し
、
日
露
メ
デ
ィ
ア
の

高
い
関
心
を
集
め
た
合
同
会
議
で
は
、
資
源
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
イ
ン
フ
ラ
、
デ
ジ
タ
ル
、
観
光
に
至
る
ま

で
二
国
間
貿
易
・
投
資
の
拡
大
と
多
様
化
に
向
け
た

議
論
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
た
。

加
え
て
、
ニ
ジ
ニ
・
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
州
で
は
、
行
政

ト
ッ
プ
と
の
会
談
や
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
見
学
等
を
通
じ

て
、
地
域
間
交
流
の
緊
密
化
に
向
け
た
具
体
的
な
協

力
の
糸
口
を
探
る
こ
と
が
で
き
た
。
２
０
１
５
年
９

月
の
委
員
長
就
任
以
来
、
初
め
て
率
い
た
ロ
シ
ア
地

方
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
極
め
て
実
り
多
い
視
察
と
な
り
、

今
後
の
日
露
地
域
交
流
の
拡
大
と
深
化
に
向
け
て
、

大
き
な
弾
み
に
な
っ
た
と
確

信
し
て
い
る
。

経
団
連
で
は
、
こ
う
し
た

成
果
を
踏
ま
え
、
日
露
地
域

交
流
年
に
引
き
続
き
全
面
的

に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
ロ

シ
ア
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
の
改
善
を
働
き
か
け
て
い

く
。
最
後
に
、
上
月
豊
久
駐

露
日
本
国
大
使
を
は
じ
め
、

お
世
話
に
な
っ
た
在
ロ
シ
ア

日
本
国
大
使
館
の
皆
様
に
心

か
ら
深
謝
申
し
あ
げ
た
い
。

就任直後のレシェトニコフ経済発展大臣
との懇談は、今後の重要な布石に

日露官民総勢約３００名が一堂に会し、
半日以上、熱のこもった議論を展開

提供：アレクサンドル・ヴォロジャニン

ニジニ・ノヴゴロドの駅に到着後、
早速地元の歓迎を受けた筆者
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